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会長 岡田隆夫

2004年、社会は急激な変化を見せています。

「もし今、この時代にFiiき残るものがあるとすれば、そ

れはそのグループの中で ^番優れているものではな く、

変化することができるものであ り、それ以上に変化 し続

けてい くことができるものである」は、ダーウィンの言

葉です。本当にその通 りで しょう。

日本経済 もようや く新 しいl■lが吹 き始め、「111角JくJ

と予想する機関が増えてきました。 しか しなが ら、その

反面、業種や企業間における二極化が拡大するとも吉わ

れています。

歯科界、ことインプラント分野にお きましても、同様

に新 しい流れが押 し寄せてきています。

現在、0」を通 じて、私はこのような大 きな流れをひ

しひしと感 じます。一つは、1素H舌らしいスピー ドで知識

や技術を習得 されているない先生方の勢い。 もう 本つは

「より美 しく」「より早 くJ治 療することを求めて次々と

報告 される新 しいテクニ ックや考え方。非常に面白 く、

興味深いことです。

しか しなが ら、後者に関 しては注意 も必要です。流れ

が急になればなるほど、私たち臨床家は、 しっか りとし

た冷静な目でその流れが どのような結果を出 してい くか

を考えなければな りません。 もちろん、新 しい報告に期

待 し、より高 きを通求することは大切です。けれども、

それ らを冷静に見極める日がなければ、「より忠者 さん

のためにJ「より安全に」「より長期に」「よりやさしくJ

の医療の精神を外れる危険性 もはらんでいます。

患者本位の治療 を提供 してい くこと、これがもっとも

大切で しょう。

2002年 5月 の l stミーテ ィング後、Osseointegration

study club of」apanは略和〔をOJと 改称 し、 ア グレッシブ

に活動 しています。

2003年 2月 11日に行われた、O」ミッドウィンター ミ

ーテ ィングでは、全国の若い先生方に発表いただき、次

の 6つ の項 目で0」正会員が各 5段 階評価いたしました。

・発表は教育的な内容で有益な情報 を多 く含んでいた

か 。

・科学的根拠に基づいた内容か。

・治療内容の診断および治療計画は適切か。

・臨床に応用できる新 しいアイデアや技術を含んでいる

か 。

・プレゼ ンテー ションの構成お よび発表の技術 は良い

か 。

・治療技術 ・審美性 ・インプラン ト以外の分野の治療の

評価。

2003年 5月 31日、 6月 1日 の2ndミ ーテ ィングでは、

前述の ミッドウィンター ミーティングで選ばれた先生方

と、O」フアウンダーおよび役員の先生方の中か ら演者

を決定、すばらしい講演をいただきました。本書は、そ

の講演の内容をまとめたものです。

本会が、若い先生方の勉強の場 とな り、世界に羽ばた

くための足がか りとなっていただければと思います。そ

して、すばらしい臨床家の先生方が、世界に向けて発信

できる場を作ることは、私どもの責務であると考えます。

本書や本会を利用 して、多 くのことを学ばれ、各々の

患者に最善の治療を提供 していただけることを切に念 じ

て、序の言葉 とします。
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